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作文コンクールにおける最優秀作品受賞者の
表彰の様子（歴史民俗博物館研修室にて）▼

▲令和 5 年度の絵画コンクールで最優秀となった
　作品「古代の山城　御所ヶ谷神籠石」

▲研究ノートを兼ねた小宮の携行手帳
  手帳には考察がびっしり書き込まれる

▲ 手帳の記事のうち『三四郎』の分析を記す箇所
　物語の段落ごとに日時と話題の推移を書上げている▲漱石の恵存署名入『三四郎』初版本 

　（春陽堂刊）明治42年5月に刊行

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　

７
月
６
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　

７
月
13
日
（
土
）
10
時
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　

７
月
20
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　

７
月
27
日
（
土
）
10
時
～

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

　

博
物
館
で
は
町
内
の
小
中
学
生
を

対
象
に
「
わ
た
し
の
お
気
に
入
り

〝
ふ
る
さ
と
遺
産
〟
（
＝
ふ
る
さ
と

の
自
然
と
文
化
・
歴
史
に
育
ま
れ
た

景
色
や
遺
跡
・
伝
統
行
事
な
ど
）
」

絵
画
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
「
わ
た
し
の
町
の
過

去
・
現
在
・
未
来
絵
画
」
「
歴
史
た

ん
け
ん
作
文
」
コ
ン
ク
ー
ル
の
名
で

作
品
募
集
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

か
ら
コ
ン
ク
ー
ル
名
称
を
統
一
す
る

と
共
に
、
作
文
に
つ
い
て
は
❶
作
品

募
集
学
年
を
小
５
か
ら
中
３
ま
で
に

拡
大
❷
作
品
の
募
集
テ
ー
マ
を
設
け

る
な
ど
、
募
集
ス
タ
イ
ル
を
一
部
変

更
し
て
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は
各
学

校
へ
配
布
さ
れ
る
募
集
チ
ラ
シ
や
博

物
館
の
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
頂
く
か
、
博
物

館
宛
直
接
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

こ
の
夏
は
、
楽
し
い
思
い
出
作
り

と
と
も
に
記
念
に
残

る
作
品
作
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん

か
？

令
和
６
年
度
「
わ
た
し
の
お
気
に
入
り
〝
ふ
る
さ
と
遺
産
〟
」

絵
画
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
！

◆
講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

７
月
の
歴
史
講
座

　５月10日（金）、みやこ町文化財保護
委員会（藤本孝彦委員長）から教育長
あて新規の町文化財指定に係る答申
書が手渡されました。対象は小宮豊隆
旧居跡（史跡）で、町の宝がまた1件増
える見通しとなりました。

◆
博
物
館
「
イ
チ
オ
シ
」
逸
品
レ
ポ
ー
ト

こ
の
展
示
（
＆
収
蔵
資
料
）

コ
コ
が
見
ど
こ
ろ
、こ
こ
が
ツ
ボ
!!

●
資
料
解
説
～『
三
四
郎
』自
作
の
作
品
研
究
ノ
ー
ト

　
今
年
は
「
み
や
こ
の
先
人
」
の
一
人
・

小
宮
豊
隆
の
生
誕
１４０
年
の
記

メ
モ
リ
ア
ル念
年イ

ヤ
ーで
す
。

夏
目
漱
石
作
品
『
三
四
郎
』
の
モ
デ
ル
に

し
て
漱
石
研
究
の
大
家
と
さ
れ
る
小
宮
で

す
が
、
漱
石
と
い
う
稀
代
の
文
豪
の
輝
き

が
強
烈
す
ぎ
て
、
残
念
な
が
ら
彼
自
身
の

こ
と
は
あ
ま
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
記
念
の
年
、「
知
の
巨
人
」
と
も

い
う
べ
き
教
養
の
人
・
小
宮
豊
隆
を
当
館

注
目
の
資
料
か
ら
究
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

小
宮
は
明
治
42
（
一
九
〇
九
）
年
に
東

京
帝
大
を
卒
業
、
大
学
講
師
な
ど
を
し
な

が
ら
漱
石
の
下
へ
の
出
入
り
を
続
け
ま

す
。
や
が
て
漱
石
が
若
手
文
士
の
発
表
の

場
に
と
設
け
た
朝
日
新
聞
文
芸
欄
の
主
筆

の
よ
う
な
存
在
と
な
っ
て
数
々
の
論
文
や

文
芸
評
論
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
文
芸

欄
に
載
せ
る
作
品
の
採
否
を
左
右
す
る
よ

う
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
あ
る
意
味
、
ぽ
っ
と
出
の
若
者
が
、
当

時
の
文
壇
を
牛
耳
る
よ
う
な
存
在
に
な
っ

た
の
で
す
か
ら
、
周
囲
も
本
人
も
鼻
高
々

に
な
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
ん
な
時
期
に
記
さ
れ
て
い
た
の
が

こ
の
手
帳
で
、
当
時
の
文
壇
の
名
士
た
ち

を
○
や
×
で
評
価
し
て
お
り
、
文
壇
の
総

●
資
料
名

　
小
宮
豊
隆
資
料
（
第
二
次
寄
贈
）一
括
の
う
ち

　
　
①
小
宮
豊
隆
所
用
携
行
手
帳

　
　
②
漱
石
恵
存
署
名
入
り
『
三
四
郎
』
初
版
本

●
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル

・
法 

量 

等 

：
① 

１
冊  

②
１
冊
（
菊
版
本
）

・
制
作
年
代
：
明
治
42
～
44（
一九
○
九
～
十一
）
年

・
ポ
イ
ン
ト
：『
三
四
郎
』
刊
行
後
に
モ
デ
ル
の　
　
　

　
　
　
　
　
　
小
宮
が
記
し
た
評
論
・
分
析

・
公
開
状
況
：
整
理
中
の
た
め
通
常
非
公
開

帥
の
よ
う
な
気
分
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま

す
。
た
だ
、
評
価
を
下
す
立
場
だ
け
に
、

対
象
の
作
品
は
そ
れ
な
り
に
読
込
み
と
研

究
を
し
て
お
り
、
そ
の
辺
は
単
な
る
「
の

ぼ
せ
も
ん
」
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
面
白
い
の
は
単
行
本
化
さ
れ
た
ば
か
り

の
『
三
四
郎
』
を
自
ら
評
論
し
て
い
る
こ

と
で
、
中
々
緻
密
な
論
陣
を
張
っ
て
は
い

ま
す
が
、
や
が
て
こ
れ
ら
の
こ
と
が
漱
石
か

ら
大
き
な
失
望
を
買
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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み
や
こ
町
ゆ
か
り
の
人
物
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

下
田
経
塚
に
つ
い
て

　

京
都
郡
と
田
川
郡
を
結
ぶ
仲
哀
ト
ン
ネ
ル
入

口
に
位
置
す
る
勝
山
松
田
の
「
菩ぼ

だ
い提
」
集
落
に

は
、
そ
の
地
名
が
示
す
よ
う
に
奈
良
～
平
安
時

代
の
宗
教
関
連
の
遺
跡
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
８
世
紀
後
半
頃
に
は
菩
提
廃
寺
跡
（
県

指
定
史
跡
）が
創
建
さ
れ
、こ
の
寺
院
を
中
心
に
、

「
菩
提
四
九
院
」
と
よ
ば
れ
る
多
数
の
仏
教
関

連
施
設
の
存
在
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

菩
提
廃
寺
跡
か
ら
北
に
約
５
０
０ｍ
離
れ
た
下

田
集
落
付
近
の
山
中
か
ら
約
50
年
前
、
銅
製
の

筒
が
２
本
出
土
し
て
い
ま
す
。
２
本
の
う
ち
１

本
の
中
か
ら
和
紙
の
塊
が
発
見
さ
れ
、
お
経
を

記
し
た
和
紙
を
ロ
ー
ル
状
に
巻
い
た
経
典
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
の

経
筒
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
も
う

一
方
の
経
筒
は
宋そ
う

（
中
国
）
で
製
作
さ
れ
た
壺

が
被
せ
ら
れ
た
形
で
発
見
さ
れ
、
こ
の
経
筒
表

面
に
は
56
文
字
の
漢
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

判
読
の
結
果
、
今
か
ら
８
９
７
年
前
の
大
治
２

年
（
１
１
２
７
）
９
月
19
日
に
経
爵
、
隆
範
と

い
う
僧
侶
に
よ
って
こ
の
経
筒
の
埋
納
が
計
画
さ

れ
、
宗
形
氏
と
い
う
女
性
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
っ

て
法
華
経
が
埋
納
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、

埋
経
の
年
代
や
経
緯
の
詳
細
が
確
認
で
き
る
希

藤
原
道
長
の
「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」

　

紫
式
部
が
源
氏
物
語
を
執
筆
し
た
平
安
時

代
の
中
頃
、
お
釈し
ゃ
か迦
様
の
死
後
、
１
０
０
０
年

が
経
つ
と
仏
教
の
信
仰
が
廃す
た

れ
る
「
末ま
っ
ぽ
う法
」
の

世
と
な
り
、
や
が
て
終
末
を
迎
え
る
と
い
う
思

想
が
あ
り
ま
し
た
。
紫
式
部
の
夫
、
宣の
ぶ

孝た
か

が

亡
く
な
り
、
源
氏
物
語
の
執
筆
を
開
始
し
た

長
保
３
年
（
１
０
０
１
）
か
ら
51
年
後
の
永
承

７
年
（
１
０
５
２
）
が
こ
の
末
法
の
始
ま
り
の

年
と
さ
れ
、
深
刻
な
事
態
と
し
て
当
時
の
人
々

に
不
安
や
恐
怖
が
広
が
り
ま
し
た
。「
こ
の
世

の
終
り
」
を
迎
え
る
対
策
と
し
て
、
当
時
の

貴
族
や
僧
侶
は
、
仏
教
の
教
え
を
未
来
に
伝

え
る
た
め
経
典
を
地
中
深
く
に
埋
め
た
「
経

塚
」
を
築
き
ま
し
た
。
紫
式
部
と
親
交
が
あ

り
、
源
氏
物
語
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
の一人
と
さ

れ
て
い
る
、
当
時
の
最
高
権
力
者
、
藤
原
道
長

が
末
法
に
先
立
つ
形
で
、寛
弘
４
年（
１
０
０
７
）

に
金
を
施
し
た
銅
製
の
容
器
に
経
典
を
入
れ
て

奈
良
県
の
金き
ん

峯ぷ
せ
ん山
に
埋
め
た
こ
と
が
国
内
初
の

事
例
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
降
、

当
時
の
政
治
・
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
畿
内

の
貴
族
や
僧
侶
を
中
心
に
こ
の
「
埋
経
文
化
」

が
流
行
し
ま
す
。

　

当
時
、
国
内
で
造
営
さ
れ
た
経
塚
の
分
布
を

み
る
と
、
近
畿
と
み
や
こ
町
を
含
む
北
部
九
州

に
集
中
し
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
様
々

な
研
究
の
結
果
、
こ
の
背
景
に
は
藤
原
道
長
と

宇
佐
八
幡
宮
が
そ
の
造
営
に
関
わ
り
、
さ
ら
に

み
や
こ
町
ゆ
か
り
の
人
物
が
そ
の
両
者
の
結
び
つ

き
を
深
め
た
こ
と
に
起
因
す
る
こ
と
が
確
認
で

き
ま
し
た
。
今
回
は
紫
式
部
の
源
氏
物
語
執

筆
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
藤
原
道
長
か
ら

信
頼
を
得
て
、
八
幡
宮
の
頂
点
に
上
り
詰
め
た

少
な
事
例
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
菩
提
四
九

院
の一つ
と
伝
え
ら
れ
る
「
宝
積
寺
」
に
は
木
造

の
菩
薩
像
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
像
高
71㎝

を
測
る
こ
の
菩
薩
像
は
、
衣
の
彫
り
込
み
な
ど

の
外
観
の
特
徴
か
ら
紫
式
部
が
活
躍
し
た
平
安

時
代
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
み
や
こ
町
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
仏

像
と
し
て
は
最
古
に
位
置
付
け
ら
れ
、
県
内
で

も
数
少
な
い
平
安
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
仏
像
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、「
下
田
経

塚
出
土
品
」及
び
宝
積
寺
の「
木
造
菩
薩
立
像
」

は
、
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

壺
が
物
語
る
中
国
、
宇
佐
と
の
関
係

　

藤
原
道
長
は
、
紫
式
部
の
父
、
藤ふ
じ
わ
ら
の原
為た
め

時と
き

を
越え
ち

前ぜ
ん
の
く
に国
（
現
在
の
福
井
県
）
の
国こ
く
し司
に
任

命
し
、為
時
と
紫
式
部
は
長
徳
２
年
（
９
９
６
）

の
秋
に
越
前
国
へ
向
い
ま
す
。
当
時
、
日
本
は

66
の
国
に
分
か
れ
、
各
々
の
国
は
４
等
級
に
ラ
ン

ク
付
け
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
も
、
越
前
国
は
最
上
格
に
あ
た
る

「
大
国
」
に
位
置
付
け
ら
れ
、
平
安
京
に
近

く
生
産
力
も
高
か
っ
た
た
め
、
赴ふ

任に
ん

先
と
し
て

は
と
て
も
人
気
が
高
い
国
で
し
た
。
為
時
が
任

命
さ
れ
た
の
は
、
前
年
の
長
徳
元
年
（
９
９
５
）

９
月
に
宋
（
中
国
）
か
ら
渡
来
し
た
70
人
近

く
の
中
国
人
の
対
応
策
と
し
て
、
為
時
が
漢
文

の
能
力
に
秀
で
た
適
任
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ

の
理
由
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
因
み
に
み
や
こ

町
が
位
置
す
る
当
時
の
豊ぶ
ぜ
ん
の前
国く
に
は
２
番
目
に
あ

た
る
「
上
国
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
田
経
塚
で
は
、
12
世
紀
頃
に
宋
（
中
国
）
の

華か

南な
ん

周
辺
で
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
壺
が

被か
ぶ

せ
ら
れ
た
形
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近

年
、
こ
の
壺
と
全
く
同
じ
形
、
大
き
さ
の
壺
が
、

宇
佐
市
の
経
塚
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
壺
は
紫
式
部
や
父
、
為
時
が
対
応
し
た
よ

う
に
、
宋
の
商
人
な
ど
か
ら
宇
佐
を
介
し
て
、

み
や
こ
町
の
埋
経
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
推
察

さ
れ
て
い
ま
す
。

宣
孝
と
元
命

　

光
源
氏
の
モ
デ
ル
の一人
で
当
時
の
最
高
権
力

者
で
あ
る
藤
原
道
長
は
豊
前
国
（
現
在
の
北

九
州
市
か
ら
大
分
県
宇
佐
市
に
わ
た
る
行
政

範
囲
）
の
一い

ち
の
み
や
宮
で
あ
る
宇
佐
八
幡
宮
と
深
く
関

わ
っ
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
道

長
は
、宇
佐
八
幡
宮
の
祭
神
「
八
幡
神
」
を
「
護

国
神
」
に
位
置
付
け
、
宇
佐
八
幡
宮
境
内
に

設
け
ら
れ
た
寺
院
「
弥
勒
寺
」
を
「
護
国
寺
」

と
し
て
、
彼
が
理
想
と
す
る
国
家
体
制
の
中
で

も
特
に
重
要
な
寺
院
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

当
時
の
宇
佐
八
幡
宮
西
側
に
は
、
藤
原
道
長
及

び
そ
の
関
係
者
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
多
く
の

壮
麗
な
建
物
が
確
認
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

建
設
に
際
し
て
現
地
で
指
揮
を
執
っ
た
の
が「
元

命
」
と
い
う
人
物
で
す
。
古
記
録
に
よ
る
と
、

こ
の
元
命
の
父
親
は
豊
前
国
分
寺
（
み
や
こ
町

国
分
）
の
講
師
（
寺
家
の
長
官
）
で
祖
父
は
豊

前
国
府
（
み
や
こ
町
国
作
）
の
国
司
（
現
在
の

都
道
府
県
知
事
に
該
当
す
る
役
職
）
の
三
等

官
を
務
め
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、

彼
自
身
も
み
や
こ
町
豊
津
周
辺
出
身
の
人
物
で

は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

紫
式
部
と
夫
、
宣
孝
に
娘
の
賢
子
が
誕
生

し
た
長
保
元
年
（
９
９
９
）
に
元
命
は
宇
佐
八

幡
宮
弥
勒
寺
の
講
師
に
就
任
し
ま
す
が
、
こ
の

年
の
11
月
に
紫
式
部
の
夫
、
宣
孝
は
「
宇う

さ佐

奉ほ
う
へ
い
し

幣
使
」
に
任
命
さ
れ
宇
佐
に
派
遣
さ
れ
て

い
ま
す
。
元
命
は
、
道
長
の
手
足
と
な
っ
て

宇
佐
で
活
躍
し
た
こ
と
か
ら
道
長
か
ら
絶
大

な
信
頼
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
治
安
３

年
（
１
０
２
３
）
に
は
、
道
長
の
人
事
に
よ

り
、
当
時
の
都
で
あ
っ
た
平
安
京
の
南
西
側
を

守
る
重
要
な
神
社
と
し
て
建
立
さ
れ
た
石い
わ

清し
み
ず水

八は
ち
ま
ん
ぐ
う

幡
宮
（
京
都
市
）
の
別
当
（
長
官
）
に
任
命

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
宇
佐
八
幡
宮
の
大

荘
園
領
主
（
貴
族
や
寺
院
、
神
社
な
ど
が
国

か
ら
領
有
を
認
め
ら
れ
経
済
基
盤
と
な
っ
た
農

地
や
山
林
な
ど
の
領
主
）
の
頂
点
に
立
つ
な
ど

異
例
の
大
出
世
を
遂
げ
ま
す
。
現
在
、
国
内

に
あ
る
約
４
４
，
０
０
０
社
の
八
幡
宮
の
総
本
宮

は
、
宇
佐
八
幡
宮
（
宇
佐
市
）
で
、
石
清
水
八

幡
宮
（
京
都
市
）、
筥は

こ
ざ
き
ぐ
う

崎
宮
（
福
岡
市
）
と
併

せ
、「
日
本
三
大
八
幡
宮
」
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
当
時
の
宇
佐
八
幡
宮
は
九
州
各
地
に
数
多

く
の
所
領
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
元
命
が

宇
佐
八
幡
宮
と
石
清
水
八
幡
宮
の
重
要
な
役
職

に
就
任
し
た
背
景
に
道
長
の
信
頼
の
高
さ
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
各
種
文
書
や

地
名
か
ら
下
田
経
塚
や
菩
提
廃
寺
が
位
置
す
る

勝
山
松
田
周
辺
に
は
「
菩ぼ
だ
い
い
ん

提
院
」、国
内
で
唯一、

経
筒
製
作
に
伴
う
鋳
型
が
出
土
し
た
み
や
こ
町

犀
川
山
鹿
周
辺
に
は
「
護ご

得と
く
の
し
ょ
う
庄
」
と
よ
ば
れ

る
宇
佐
八
幡
宮
弥
勒
寺
の
荘
園
が
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
宇
佐
八
幡
宮

弥
勒
寺
を
介
し
て
、
経
筒
の
製
作
や
中
国
製
陶

器
の
入
手
等
が
行
わ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。
畿
内
で
藤
原
道
長
か
ら
始
ま
っ
た
「
埋

経
」
と
い
う
「
み
や
こ
の
文
化
」
が
元
命
な
ど

を
介
し
て
、
み
や
こ
町
を
含
む
北
部
九
州
一
帯

に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

元
命
は
永
承
６
年
（
１
０
５
１
）
に
亡
く
な

り
ま
す
が
、
元
命
の
息
子
も
石
清
水
八
幡
宮

別
当
や
弥
勒
寺
講
師
、
東
大
寺
別
当
な
ど
を

務
め
、
娘
も
大
宰
府
天
満
宮
に
嫁
ぐ
な
ど
、
彼

の
死
後
も
、
そ
の
子
孫
が
北
部
九
州
の
主
要
な

神
社
や
寺
院
で
強
い
権
限
を
も
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。
宣
孝
を
「
宇
佐
奉
幣
使
」、
元
命
を

宇
佐
八
幡
宮
弥
勒
寺
の
講
師
に
就
任
さ
せ
る
な

ど
、
道
長
が
信
頼
す
る
人
物
を
宇
佐
に
派
遣
、

就
任
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、
道
長
が
「
豊
前
」

を
い
か
に
重
要
視
し
て
い
た
か
を
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
紫
式
部
の
夫
と
み
や
こ
町
ゆ

か
り
の
元
命
が
、
共
に
道
長
の
命
に
よ
っ
て
宇

佐
に
深
く
関
わって
い
た
こ
と
は
非
常
に
興
味
深

い
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
井
上
信
隆
）
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